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※
別
府
荘
、
上
之
荘
の
利
用
に
あ

た
り
ま
し
て
は
、
市
内
循
環
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
20

人
以
上
の
団
体
で
送
迎
バ
ス
の
利

用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
直
接

施
設
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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８
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受給者証はありません。受給者証はありません。

国民健康保険・老人保健からのお知らせ

国民健康保険の方

受
給
者
証
の
更
新
・
変
更

入
院
時
の
窓
口
負
担
の
軽
減

（70歳未満で、老人保健でない方）
国保高齢受給者証をお持ちの方 老人保健医療受給者証をお持ちの方
（70歳以上で、老人保健でない方）

・昭和７年９月30日以前生まれの方
・65歳以上で、一定の障害のある方

「限度額適用認定証」および「限度額適用・
標準負担額減額認定証」の申請を受付けます。
　入院した時の月ごとの窓口負担（食事、差
額ベッド代等の保険外診療を除く)が、世帯の
自己負担限度額※1までとなります。また、世
帯主とその世帯の国保被保険者全員が市民
税非課税※2の場合、食事代が減額されます。
　国保税に未納のある方は、認定証を発行
できない場合があります。

現在発行している認定証は７月31日で有効期限が切れます。更新が必要な方、また認定証をお持ちでない方で入院を予定している方は、事
前に申請（７月下旬から受付）をお願いします。なお、未申告の方がいる世帯には交付できません。申請手続きの前に申告をお願いします。

「限度額適用・標準負担額減額認定
証」の申請を受付けます。

　世帯主とその世帯の国保被保険
者全員が市民税非課税※2の場合、
申請すると、入院した時の医療費
の患者負担や食事代が減額されま
す。

「老人保健限度額適用・標準負担
額減額認定証」の申請を受付けます。

　世帯全員が市民税非課税※2
の場合、申請すると、入院した時
の医療費の患者負担や食事代が
減額されます。

「高齢受給者証」が８月１日で更
新されます。
　現在使用中の高齢受給者証は
７月31日で有効期限が切れます。
　平成18年中の所得をもとに負
担割合の判定を行った後、該当
者全員に対し、新しい高齢受給
者証を７月末に郵送します。
　８月からは新しい受給者証を
病院等に提示してください。

「老人保健医療受給者証」の負
担区分を再判定します。
　現在使用中の医療受給者証
に記載されている負担割合の
再判定を行った後に、負担割合
が変更になった方に対し、新し
い医療受給者証を７月末に郵
送します。
　変更のない方はお手持ちの
受給者証をそのままお使いく
ださい。

変更点 老人保健制度（平成20年3月31日まで） 後期高齢者医療制度（平成20年4月1日から）

運営主体は

対象者※は

健康保険は

市町村

75歳以上の方（65歳以上で一定の障害のある方）

国保、社保等の健康保険に加入

県内全市町村が加入する広域連合

(変更なし)

医療機関での負担割合は 1割負担（現役並み所得者は3割負担） (変更なし)

埼玉県後期高齢者医療保険に加入（現在の国保、社保から脱退する）

保険料は 老人保健として、保険料の負担はない
(加入している健康保険の中で負担する)

後期高齢者医療の保険料として負担する
(原則として県内で統一される)

医療機関に受診する際は 保険証と老人保健医療受給者証を提示する 後期高齢者医療被保険者証を提示する　　　　　

処方せんに「後発（ジェネリック）医薬品への変更可」欄が設けられ、医師の署名があれば、薬剤師に相談の上、後発医薬品
を選ぶことができます。
在宅保健師による訪問指導を行っています。訪問時には身分証明を提示します。心配ごとがありましたらご相談く
ださい。

■平成20年４月から75歳以上の方※の医療制度が変わります。
　平成20年4月から現在の老人保健法による医療制度にかわり、新たな高齢者医療制度(後期高齢者医療)が創設
されます（｢高齢者の医療の確保に関する法律｣）。

■各種受給者証の更新・変更、減額認定証等の申請を受付けます。

■平成20年４月から高齢受給者（70歳～74歳）の窓口負担が変わります。
　国民皆保険を堅持し、将来にわたり医療保険制度を持続可能なものとしていくための改正です。

【その他】

■平成20年４月から新たな健康診査（40歳～74歳）が始まります。

これに伴い、高額療養費の基準額（自己負担限度額）も変わりますが、市民税非課税世帯については据え置きとなっています。

　内臓脂肪に着目し、腹囲を測定する健康診査を実施（各医療保険者による）するなど、予防を重視した取組みを
進めます。

変更点 平成20年3月31日まで 平成20年4月1日から
窓口負担は 1割負担（現役並み所得者は3割負担） 2割負担（現役並み所得者は3割負担）

●

●

※1　上位所得者 150,000円 +医療費が50万円を超えた分の1％加算（83,400円）、一般 80,100円 +医療費が26万7千円を超えた分の1％
　　　加算（44,400円）、非課税35,400円（24,600円）　　（　）の金額は過去12か月に自己負担限度額を超えた医療を3回受けた後の４回目
　　 以降の場合に適用します。
※2　本年１月１日時点で熊谷市に住民票のなかった方は、１月１日の住所地の市民税非課税証明書が必要になります。

保険年金課　3内線279

介護保険は、40歳以上の方が納める保険料と、国
や地方公共団体の負担金、利用者負担金を財源に運
営されています。保険料は、みんなで制度を支え合
う大切な財源です。介護が必要になったときに安心
してサービスを利用できるよう、保険料は必ず納め
ましょう。
65歳以上の方には、大里広域市町村圏組合から平

成19年度分の介護保険料納入通知書をお送りしま
す。保険料額は、所得等に応じて全６段階に区分け
されており、次のいずれかの方法によって納付して
いただきます(原則として特別徴収です)。
①特別徴収(年金天引き)

昨年度から特別徴収で納付していただいていた方
は、原則として今年度も特別徴収となります。

②普通徴収(納付書納付、または口座振替)
本年４月以降に65歳になった方や転入された

方、年金の額が年間18万円未満の方、老齢福祉年
金および恩給のみを受給されている方等は普通徴
収となり、市町村や金融機関の窓口で納付書で納
付していただきます。
なお、窓口納付の手間を省くため、口座振替を

ご利用いただくと便利です（特別徴収と口座振替
とは別物ですので混同されないようご注意くださ
い）。
③特別徴収と普通徴収の併用

今年度から特別徴収が開始される方や年度途中
で所得段階が上がった方等は、特別徴収と普通徴
収との併用となる場合があります。

◎保険料の激変緩和措置制度　
住民税の税制改正の影響により保険料所得段階区

分が上がる方は、保険料の負担の急激な増加を避け

るために、保険料を平成18年度、19年度について段
階的に引き上げていく緩和措置がもうけられます。

◆大里広域市町村圏組合介護保険課3501-1330
◆大里広域熊谷介護保険事務所

(長寿いきがい課内3内線217)
◆大里広域大里介護保険事務所

(大里行政センター福祉課内)

◆大里広域妻沼介護保険事務所
(妻沼行政センター福祉課内)

◆大里広域江南介護保険事務所
(江南行政センター福祉課内)

平成19年度の介護保険料

介
護
保
険
料
普
通
徴
収(

１
期)

納
期
限
＝
７
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31
日(
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※
安
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便
利
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確
実
な
口

座
振
替
の
ご
利
用
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
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介
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▼
納
期
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ら
せ
　

介護保険料　金額表
所得段階

第１段階

対象となる方 保険料額(平成19年度分)

基準額×0.5
(年額20,400円)

・老齢福祉年金受給者で、本人および世帯全員が住民税非課税の方
・生活保護受給者

第２段階
基準額×0.5

(年額20,400円)
　本人および世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税
　年金収入額の合計が80万円以下の方

第３段階
基準額×0.75

(年額30,600円)
　本人および世帯全員が住民税非課税で、第２段階以外の方

第４段階
基準額

(年額40,800円)　世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人が住民税非課税の方

第５段階
基準額×1.25

(年額51,000円)
　本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円未満の方

第６段階
基準額×1.5

(年額61,200円)　本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上の方

▼

●大里行政センター30493ー39ー0311 ●妻沼行政センター3048ー588ー1321 ●江南行政センター3048ー536ー1521 ●熊谷市役所　3048ー524ー1111



市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
や
熊
谷
市
国
民
保
護
協
議
会
の

答
申
を
踏
ま
え
、「
国
民
保
護
に

関
す
る
熊
谷
市
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
武
力
攻
撃
や
大

規
模
な
テ
ロ
な
ど
か
ら
市
民
の
皆

さ
ん
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
保

護
す
る
た
め
、
必
要
な
事
項
を
定

め
た
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

危
機
管
理
室(

市
役
所
７
階)

、
各

行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課
、
市

立
図
書
館
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
危
機
管
理
室
　
3
内
線
３
３
３

期
間
中
に
新
規
加
入
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
は
、
も
れ
な
く
市
有

施
設
等
の
利
用
券(

５
０
０
円
相

当)

を
差
し
上
げ
ま
す
。

期
間
　
８
月
10
日(

金)

ま
で

口
座
振
替
で
き
る
も
の

市
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
、
下
水
道
受
益
者
負

担
金
、
し
尿
汲く

み

取と
り

手
数
料
、
市
営

住
宅
使
用
料
、
市
営
住
宅
駐
車
場

使
用
料
、
保
育
料
、
学
童
保
育
料
、

指
定
訪
問
看
護
利
用
料
、
農
村
集

落
排
水
使
用
料

◆
納
税
課
　
3
内
線
２
５
９

７
月
15
日(

日)

〜
24
日(

火)

重
点
目
標

○
児
童
・
生
徒
の
交
通
事
故
防
止

子
ど
も
た
ち
が
交
通
事
故
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
、「
飛
び
出
し
を

し
な
い
」「
斜
め
横
断
を
し
な
い
」

「
車
が
来
な
い
か
よ
く
確
か
め
て

か
ら
渡
る
」
な
ど
と
具
体
的
に
教

え
ま
し
ょ
う
。
夏
休
み
は
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
の

う
ち
、
約
９
割
は
自
転
車
側
に
も

違
反
が
あ
り
ま
す
。「
一
時
停
止

で
は
必
ず
止
ま
る
」「
乗
り
な
が

ら
携
帯
電
話
を
使
わ
な
い
」な
ど
、

基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶
と
安
全
な
車

間
距
離
の
確
保

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
車
を
運
転
す
る
人
に

は
酒
類
を
絶
対
に
出
さ
な
い
な

ど
、
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

車
に
乗
る
と
き
は
安
全
な
車
間

距
離
を
保
持
し
、
追
突
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
交
差
点
で
の
安
全
確
認
の
徹
底

交
差
点
を
通
る
と
き
は
安
全
を

十
分
に
確
認
し
、
飛
び
出
し
や
無

理
な
横
断
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
一
時
停
止
の
標
識
が

あ
る
交
差
点
で
は
、
自
動
車
だ
け

で
な
く
自
転
車
も
止
ま
ら
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

◆
安
心
安
全
課
　
3
内
線
２
８
５

家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
は
、

毎
年
１
月
１
日(

賦
課
期
日)

に
所

在
す
る
家
屋
を
対
象
に
課
税
し
て

い
ま
す
。
本
年
も
、
平
成
20
年
１

月
１
日
ま
で
の
１
年
間
の
家
屋
の

新
築
、
増
築
、
取
り
壊
し
な
ど
の

状
況
を
確
認
す
る
た
め
「
家
屋
現

況
調
査
」
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

◆
資
産
税
課
　
3
内
線
２
５
２

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

受
付
対
象
業
種

建
設
工
事
等(

建
設
工
事
、
設

計
・
調
査
・
測
量
等
の
委
託
、
土

木
施
設
維
持
管
理)

資
格
の
有
効
期
限

平
成
19
年
10
月
１
日

〜
平
成
21
年
３
月
31
日

新
規
受
付(

紙
申
請)

本
市
を
代
表
窓
口
と
す
る
場
合
の
み

新
規
受
付
該
当
者(

ユ
ー
ザ
ー
Ｉ

Ｄ
お
よ
び
パ
ス
ワ
ー
ド
が
交
付
さ

れ
て
い
な
い
事
業
所)

・
本
社
の
「
建
設
工
事
」
「
設

計
・
調
査
・
測
量
」
お
よ
び

「
土
木
施
設
維
持
管
理
」
の
登

録
が
、
参
加
自
治
体
の
い
ず
れ

に
も
な
い
事
業
所

・
本
社
の
登
録
が
あ
る
が
、
委
任

す
る
予
定
の
支
店
・
営
業
所
等

の
登
録
が
参
加
自
治
体
の
い
ず

れ
に
も
な
い
事
業
所

受
付
期
間
　
７
月
17
日(

火)

〜
27

日(

金)(

土
・
日
曜
日
は
除
く)

受
付
時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
、
13
時
30
分
〜
16
時

受
付
方
法
　
持
参
の
み(

た
だ
し
、

本
市
を
代
表
自
治
体
と
し
な
い

場
合
は
、
受
付
期
間
内
に
必
要

書
類
を
郵
送)

受
付
場
所
　
契
約
室(

市
役
所
４
階)

提
出
書
類
　
申
請
様
式
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
入
札
・
契
約
情
報
」

に
掲
載
し
ま
す
の
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
契
約
室
　
3
内
線
５
１
２

熊
谷
花
火
大
会
で
有
料
観
覧
席

を
設
置
し
ま
す
。
現
在
チ
ケ
ッ
ト

発
売
中
で
す
。

開
催
日
　
８
月
11
日(

土)

価
格
　
Ａ
席(

枡ま
す

席せ
き

４
人)

１
２，

０
０
０
円
・
Ｂ
席(

テ
ー
ブ
ル
席

４
人)

１
２，
０
０
０
円
・
Ｃ
席

(

椅い

子す

席
１
人)

２，
０
０
０
円

申
込
み
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、

J
T
B
熊
谷
支
店
内
専
用
デ
ス
ク

(

3
０
９
０-

９
３
０
６-

４
３
９

２
・
3
５
２
３-

５
５
１
４)

へ
。

◆
熊
谷
市
観
光
協
会(

商
業
観
光

課
内)

3
内
線
３
１
２

生
垣
は
、
家
の
中
か
ら
み
ど
り
を

楽
し
め
る
だ
け
で
な
く
、
道
行
く

人
々
に
も
四
季
折
々
の
美
し
さ
を
提

供
し
、
心
も
和
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、

ま
ち
の
景
観
を
つ
く
る
う
え
で
も
大

き
な
役
割
を
果
し
て
お
り
、
地
震
の

と
き
に
も
安
心
で
す
。
み
ど
り
を
、

道
路
や
公
園
だ
け
で
な
く
、
身
近

な
と
こ
ろ
に
利
用
し
て
、
も
っ
と

増
や
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
開
発
指
導
課
　
3
内
線
４
６
３
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「
国
民
保
護
に
関
す
る

熊
谷
市
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た

平
成
19
・
20
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

追
加
受
付

夏
の
交
通
事
故
防
止

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

家
屋
現
況
調
査
にご

協
力
を

た
だ
い
ま
市
税
等

口
座
振
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
中
！

●
熊
谷
市
役
所
3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１
　
●
江
南
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
３
６-

１
５
２
１

く
ら
し
に
役
立
つ

情
報
が
い
っ
ぱ
い

【
今
月
の
開
庁
日
】

７
・
14
・
21
・
28
日

【
取
扱
時
間
】

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
取
扱
場
所
】

市
役
所

大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

江
南
行
政
セ
ン
タ
ー

【
取
扱
業
務
】

・
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
登

録
の
証
明
書
の
発
行
業
務

・
印
鑑
登
録
業
務

・
税
関
係
の
証
明
書
の
発
行

業
務

・
市
税
の
収
納
業
務

・
県
収
入
証
紙
の
販
売
業
務

◆
行
政
改
革
推
進
室

3
内
線
２
１
６

土
曜
日
も

一
部
業
務
を
行
い
ま
す

納
期
限
＝
７
月
31
日(

火)

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

(

第
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税(

第
１
期)

※
市
税
等
の
納
入
は
、
安
全
、

便
利
、
確
実
な
口
座
振
替
の

ご
利
用
を
。

※
納
税
相
談
は
、
随
時
窓
口
で

実
施
中
。

◆
納
税
課
　
3
内
線
２
５
９

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

納
期
の
お
知
ら
せ(

７
月
分)

平成18年度熊谷市ダイオキシン類環境濃度測定結果

「熊谷市ダイオキシン類排出抑制条例」に基づく
排出ガス中のダイオキシン類濃度の測定結果

「平成18年度熊谷市ダイオキシン類環境濃度測定」の結果は下表のとおりです。
環境大気12地点、河川水１地点について調査を実施しました。
すべての地点において環境基準の６分の１以下を達成しました(ダイオキシン類濃度は年平均値で評価します)。
市内のダイオキシン類濃度は低減してきていますが、市では、引き続き監視を続けてまいります。

◆環境政策課　3内線303１　測定項目：環境大気

注１　試料採取方法　１週間連続サンプリングによる。
注２　環境基準：0.6pg-TEQ/k以下（工業専用地域は適用除外）

注１　環境基準：１pg-TEQ/r以下（河川水）

市では、｢熊谷市ダイオキシン類排出抑制条例｣に基づき、市内の事業所に設置されている大気基準適用施設のうち
廃棄物焼却炉９施設および金属溶解炉６施設の煙突から排出される排出ガス中のダイオキシン類濃度について、測定
を実施しました。
その結果、すべての施設で、大気排出基準を下回りました。
環境大気中のダイオキシン類濃度は低減傾向にありますが、今年度も同様の調査を継続して実施する予定です。

◆環境政策課　3内線303

一般環境測定局 単位：pg-TEQ/k

測定地点名称
妻沼行政センター
熊谷市役所
市田小学校

平均値
0.061
0.052
0.078

夏期
0.047
0.051
0.054

秋期
0.092
0.055
0.054

冬期
0.065
0.053
0.14

春期
0.040
0.050
0.063

２　測定項目　河川水
単位：pg-TEQ/r

測定地点名称
三ヶ尻都市下水路

平均値夏期
0.44 0.54
冬期

0.64

熊谷工業団地および周辺地域 単位：pg-TEQ/k

測定地点名称
三尻西部自治会館
みいずが原公園
三尻小学校
大麻生小学校

平均値
0.086
0.10
0.091
0.056

夏期
0.071
0.090
0.054
0.062

秋期
0.060
0.075
0.060
0.053

冬期
0.14
0.099
0.080
0.063

春期
0.071
0.15
0.17
0.046

熊谷衛生センター周辺地域 単位：pg-TEQ/k

測定地点名称
下増田集会所
別府小学校

平均値
0.062
0.057

夏期
0.069
0.052

秋期
0.070
0.068

冬期
0.062
0.063

春期
0.046
0.044

熊谷吉岡工業団地および周辺地域 単位：pg-TEQ/k

測定地点名称 平均値
0.088
0.070
0.062

夏期
0.070
0.068
0.050

秋期
0.11
0.062
0.066

冬期
0.080
0.080
0.090

春期
0.092
0.071
0.041

登由宇気神社
吉岡小学校
手島集会所

と　　よ　　う　　げ

用語解説
ng：ナノグラムと読み、ナノとは10億分の1を
示します。
TEQ：毒性等価換算濃度（Toxic Equivalents)の
略で、多くのダイオキシンの中から、最も
毒性の強いダイオキシン類を１と換算して
表した濃度を示します。
m3N：ノルマル立方メートルと読み、気体は温
度や圧力により体積が変化するので、０℃、
１気圧に換算した状態をＮで表現したもの
で、そのときの気体の体積を示します。

用語解説
pg：ピコグラムと読み、ピコとは１兆分の１を示します。

◆大里広域市町村圏組合立
熊谷衛生センター　3532-2021
江南清掃センター　3536-5745

ダイオキシン類の測定結果

第１工場

第２工場

１号炉
２号炉
１号炉
２号炉

0.027
0.0000042
0.00049
0.011

測　定　施　設 濃　　度

濃度の単位：ng-TEQ/m3N

濃度の単位：ng-TEQ/m3N

１号炉
２号炉

0.0016
0.0004

測　定　施　設 濃　　度

熊谷衛生センターの排ガスに含まれ
るダイオキシン類を測定(平成19年
２・３月実施)したところ、次のとお
りでした。

江南清掃センターの排ガスに含まれ
るダイオキシン類を測定(平成19年２
月実施)したところ次のとおりでした。

※国の排出基準は、平成14年12月１日から
熊谷衛生センター第１工場と江南清掃セン
ターは１ng-TEQ/m3N、熊谷衛生センター
第２工場は５ng-TEQ/m3N以下です。

『
譲
っ
て
ほ
し
い
・
譲
り
ま
す
コ
ー
ナ
ー
』
登
録
受
付
中
　
▼
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
　
◆
市
民
活
動
推
進
課
　
3
内
線
２
８
６

ま
ち
に
「
み
ど
り
」
を

地
震
の
と
き
に
も

安
全
な
生
垣

熊
谷
花
火
大
会

有
料
観
覧
席
発
売
中



４
月
１
日
現
在
で
、
満
70
歳
以

上
の
方
に
申
請
に
よ
り
２，
０
０

０
円
分
の
敬
老
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー

ビ
ス
利
用
補
助
券
を
交
付
し
ま

す
。
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は

左
記
の
窓
口
へ
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
か
ら
平
成
20
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
１
回
限
り
利
用

で
き
ま
す
。

な
お
、
申
請
書
は
各
出
張
所
・

駅
連
絡
所
に
も
あ
り
ま
す
。

◆
長
寿
い
き
が
い
課3

内
線
２
８
０

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

贈
呈
し
ま
す

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

(

事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の

区
域)

に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生

勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海

軍
従
軍
看
護
婦
の
方(

慰
労
給
付

金
受
給
者
を
除
く)

に
対
し
て
、

そ
の
御
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

請
求
期
間
　
２
年
延
長
さ
れ
、
平

成
21
年
３
月
31
日
ま
で

※
請
求
用
紙
は
福
祉
課(

市
役
所

２
階)

、
各
行
政
セ
ン
タ
ー
福

祉
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

◆
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室

3
０
３-

５
２
５
３-

５
１
８
２

熊
谷
地
区
保
護
司
会
で
は
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
人
が

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

期
間
中
、
Ｊ
Ｒ
熊
谷
駅(
７
月

１
日<

日>)

や
お
祭
り
広
場(

７
月

22
日<

日>)

に
お
い
て
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
い
ま
す
。

◆
福
祉
課
　
3
内
線
５
０
９

１
６
５，
７
４
７
人

平
成
19
年
６
月
２
日
に
選
挙
人

名
簿
の
定
時
登
録
が
行
わ
れ
、
３

月
の
定
時
登
録
者
と
比
較
し
、
男

性
１
２
６
人
、
女
性
１
３
５
人
増

加
し
ま
し
た
。

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

3
内
線
３
９
７

水
道
管
の
漏
水
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
漏
水
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
調
査
期
間
中
は
調
査
員
が
宅

地
内
へ
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
調
査
員
は
、「
熊
谷
市

水
道
部
」
の
腕
章
を
付
け
、
熊
谷

市
長
発
行
の
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。

調
査
区
域

熊
谷
水
道
事
業
給
配
水
区
域

大
里
水
道
事
業
給
配
水
区
域
　

調
査
期
間

８
月
初
旬
〜
12
月
中
旬

調
査
方
法

道
路
上
…
路
面
音
聴
調
査

宅
地
内
…
量
水
器
音
聴
調
査

◆
水
道
部
工
務
課

3
５
２
０-

４
１
３
５

市
立
熊
谷
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
、
臨
時
職
員(
学
校
給
食
調

理
補
助
員)

と
し
て
勤
務
を
希
望

さ
れ
る
方
の
登
録
を
受
付
け
て
い

ま
す
。

臨
時
職
員
を
雇
用
す
る
必
要
が

生
じ
た
と
き
に
は
、
登
録
さ
れ
た

方
の
中
か
ら
選
考
の
う
え
、
勤
務

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
登

録
を
い
た
だ
い
た
場
合
で
も
、
採
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●
熊
谷
市
役
所
3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１
　
●
江
南
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
３
６-

１
５
２
１

標
語
「
税
金
が
　
つ
く
る
未
来
の
　
幸
福
社
会
」

並
木
萌
さ
ん
　

用
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
の
う
え
熊
谷
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
熊
谷
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

◆
熊
谷
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

3
５
２
１-

５
４
１
０

代
１
３
６
９-

１

花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、
次
の
こ

と
を
守
っ
て
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

花
火
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ

10
の
ポ
イ
ン
ト

１
　
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方

を
必
ず
守
る

２
　
人
や
家
に
向
け
た
り
し
て
遊

ば
な
い

３
　
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場

所
で
は
遊
ば
な
い

４
　
風
の
強
い
と
き
は
遊
ば
な
い

５
　
遊
ん
だ
後
は
、
バ
ケ
ツ
の
水
に

花
火
を
つ
け
て
、
残
り
火
を
消
す

６
　
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ

７
　
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に

火
を
つ
け
な
い

８
　
正
し
い
位
置
に
正
し
い
方
法

で
点
火
す
る

９
　
筒
も
の
花
火
は
、
持
つ
位
置

に
注
意
し
、
途
中
で
消
え
て
も

筒
の
中
は
の
ぞ
か
な
い

10

花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ば
な
い

◆
熊
谷
市
消
防
本
部
予
防
課

3
５
２
２-

９
９
９
１

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
あ

き
地
の
雑
草
に
関
す
る
苦
情
が
多

く
よ
せ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
近
隣
の

生
活
環
境
を
損
な
い
衛
生
害
虫
の

発
生
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、

土
地
の
所
有
者
や
管
理
者
は
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
草
で
お
困
り
の
方
に
は
、
業

者
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
環
境
衛
生
課
　
3
内
線
３
０
５

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
は
、
７
月
10
日(

火)

に
発
送
し
ま
す
。

納
期
は
、
７
月
か
ら
来
年
２
月

ま
で
の
８
回
で
す
。

◎
世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務

は
、
世
帯
主
に
あ
り
ま
す
。
世
帯

主
が
他
の
健
康
保
険
で
あ
っ
て

も
、
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
が
い
れ
ば
、
世
帯
主
あ
て
に

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

◎
公
的
年
金
等
の
特
別
控
除

平
成
17
年
１
月
１
日
に
お
い
て

65
歳
に
達
し
て
い
た
方
で
、
平
成

17
年
度
分
の
個
人
住
民
税
の
算
定

に
当
た
り
公
的
年
金
等
控
除
の
適

用
が
あ
っ
た
方
は
、
平
成
19
年
度

の
保
険
税
所
得
割
額
の
算
定
基
礎

お
よ
び
軽
減
判
定
所
得
と
な
る
公

的
年
金
等
所
得
か
ら
７
万
円
を
控

除
し
ま
す
。

◎
保
険
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
で
は
、
一
定

の
所
得
以
下
の
世
帯
に
対
し
て
保

険
税
を
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
適
用
の
際
は
、
世
帯
全
員

(

16
歳
以
上)

の
所
得
を
把
握
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
所
得

の
な
い
方(

確
定
申
告
等
で
配
偶

者
や
扶
養
と
な
っ
て
い
る
方
を
含

み
ま
す)

も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

未
申
告
の
方
が
い
る
と
減
額
制
度

が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
災

害
な
ど
の
た
め
支
払
い
が
困
難
な

と
き
は
、
保
険
税
の
減
免
が
認
め

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
で
き
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
保
険
年
金
課
　
3
内
線
２
４
８

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

個
人
県
民
税
の
賦
課
徴
収
は
、

市
が
個
人
市
民
税
の
賦
課
徴
収
と

併
せ
て
行
う
こ
と
を
原
則
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
県
の
特
別
徴

収
対
策
室
が
個
人
住
民
税
の
徴
収

確
保
対
策
と
し
て
、
直
接
強
制
徴

収(

差
し
押
さ
え
な
ど)

を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
　
高
額
滞
納
者
ほ
か

期
間
　
７
月
か
ら
一
定
期
間

◆
納
税
課
　
3
内
線
２
５
９

貸
付
金
額
　
１
件
に
つ
き

有
担
保
　
１，
０
０
０
万
円
以
内

無
担
保
　

５
０
０
万
円
以
内

貸
付
金
利
有
担
保
２．
０
１
５
％

無
担
保
２．
８
６
５
％

利
用
資
格
　
市
内
に
居
住
ま
た
は

居
住
し
よ
う
と
す
る
勤
労
者
で
、

次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
年
齢
20
歳
以
上
60
歳
以
下
の
方

②
同
一
事
業
所
に
２
年
以
上
引
き

続
い
て
勤
務
し
て
い
る
方

③
家
族
収
入
を
含
み
、
毎
月
返
済
し

な
が
ら
生
活
の
維
持
が
可
能
な
方

資
金
用
途
　
市
内
に
居
住
す
る
た

め
の
住
宅
の
新
築
、
購
入
、
増

改
築
、
補
修
お
よ
び
土
地
取
得

の
た
め
の
資
金

◆
商
業
観
光
課
　
3
内
線
４
７
７

個
人
市
・
県
民
税
の

徴
収
を
県
に
移
管
し
ま
す

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
強
調
月
間
で
す

敬
老
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ

ス
利
用
補
助
券
の
交
付

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看

護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従

軍
看
護
婦
の
皆
様
へ

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す

漏
水
調
査
の
実
施

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

臨
時
職
員(

学
校
給
食
調

理
補
助
員)

の
登
録
受
付

平成19年度くまがや環境賞表彰
多年にわたり環境の保全と創造にかかる自主的な活動に取り組ま

れ、また環境意識の普及啓発に多大な貢献をされた、個人・団体を顕
彰する「くまがや環境賞」に、今年度は「立正大学地球環境科学部」
が選ばれ、５月20日「くまがやエコライフフェア2007くまがや環境賞
表彰式」で表彰を受けました。

受賞団体：立正大学地球環境科学部
立正大学地球環境科学部は、「地理学科」と「環境システム学科」

の二つの学科から成り、地理学科は「人間と自然の関わり、そしてそ
の地域性を解明する」ことに、環境システム学科は「環境に関わる諸
現象をシステムとしてとらえて解明する」ことに重点をおいて、その
調査手法、研究方法などを学んでいます。
そして、現場を重視した「身近な環境から地球規模の環境」への対

応等の調査・研究をとおして、地域と積極的に連携し、環境保全活動
や環境学習への協力、あるいはより高い
レベルでの市民への環境学習の場の提供
等を行っています。
このような大学と地域協働の環境保全へ
の協力活動は幅広く、学部を挙げて継続
して行われており、地域における環境保
全意識の高揚に大きく貢献しています。
◆環境政策課　3内線409

酸
性
雨
っ
て
な
に

「
酸
性
雨
」
は
、
工
場
や
自
動

車
か
ら
排
出
さ
れ
た
硫い

黄お
う

酸
化
物

や
窒
素
酸
化
物
な
ど
の
大
気
汚
染

物
質
が
大
気
中
の
水
分
に
取
り
込

ま
れ
た
、
強
い
酸
性
を
示
す
雨
の

こ
と
で
、
地
球
的
規
模
で
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

酸
性
雨
の
も
の
さ
し

酸
性
の
強
さ
を
示
す
尺
度
に
は

ｐ
Ｈ(

ピ
ー
エ
イ
チ：

水
素
イ
オ

ン
濃
度
の
指
数)

が
用
い
ら
れ
ま

す
。
ｐ
Ｈ
７
が
中
性
で
、
ｐ
Ｈ
７

よ
り
小
さ
い
と
酸
性
、
ｐ
Ｈ
７
よ

り
大
き
い
と
ア
ル
カ
リ
性
で
す
。

雨
は
自
然
の
状
態
で
も
弱
酸
性
を

示
し
ま
す
が
、
特
に
ｐ
Ｈ
5.6
以
下

に
な
っ
た
も
の
を
酸
性
雨
と
呼
び

ま
す
。酸

性
雨
が
降
る
と
ど
う
な
る

の
酸
性
雨
の
影
響
に
は
、
森
林
の

衰
退
、
湖
沼
に
住
む
魚
類
等
水
生

生
物
の
減
少
、
歴
史
的
建
築
物
や

石
像
な
ど
の
文
化
財
の
浸
食
が
あ

り
、
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

熊
谷
に
も
酸
性
雨
が
、
降
っ

て
い
る
の

本
市
で
は
、
雨
が
降
る
た
び
に

降
雨
の
ｐ
Ｈ
を
測
定
し
て
い
ま

す
。
平
成
18
年
度
は
84
日
測
定
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
71
日(

85
％)

が
ｐ
Ｈ
5.6
以
下
の
酸
性
雨
で
し

た
。
さ
ら
に
、
ｐ
Ｈ
3.5
以
下
の
よ

り
酸
性
度
の
強
い
雨
も
４
日

(

5.8
％)

測
定
さ
れ
、
本
市
に
お
い

て
も
、
酸
性
雨
が
降
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

酸
性
雨
を
無
く
す
に
は

酸
性
雨
の
原
因
で
あ
る
大
気
汚

染
物
質(

硫
黄
酸
化
物
や
窒
素
酸

化
物
等)

の
排
出
を
抑
制
す
る
こ

と
で
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
取
組
み
と
し

て
は
、

・
自
動
車
の
使
用
を
減
ら
す

・
自
動
車
を
利
用
す
る
時
は
、
不

必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
空
ぶ

か
し
を
や
め
る

・
電
気
の
使
用
を
減
ら
す

・
ご
み
を
少
な
く
す
る

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
い
環

境
を
守
る
た
め
、
自
ら
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

◆
環
境
政
策
課
　
3
内
線
５
４
７

熊
谷
市
に
も
「
酸
性
雨
」
は

降
っ
て
い
ま
す

あ
き
地
の
除
草
管
理
は

十
分
で
す
か

花
火
に
よ
る事

故
を
防
ご
う

熊
谷
市
勤
労
者

住
宅
資
金
貸
付

エコライフフェアでの表彰式



次
の
こ
と
を
守
っ
て

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

・
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る(
犬
の
散
歩

で
出
た
フ
ン
も
持
ち
帰
る)

・
犬
を
く
さ
り
か
ら
放
さ
な
い

・
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
乗
り
入
れ
な
い

・
花
火
な
ど
火
気
を
使
用
し
な
い

・
夜
遅
く
ま
で
、
大
き
な
声
を
出

し
た
り
し
な
い

・
砂
場
は
き
れ
い
に
使
う

そ
の
他
、
近
く
の
家
や
他
の
利

用
者
に
迷
惑
を
か
け
る
行
為
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

※
遊
具
等
の
不
具
合
に
気
付
い
た

ら
す
ぐ
に
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
公
園
緑
地
課
　
3
内
線
３
４
５

市
内
企
業
を
応
援
し
、
市
民
へ

就
職
情
報
も
提
供
し
ま
す
！

http://w
w
w
.bear-v.com

/
な
お
、
地
元
企
業
の
求
人
情
報

登
録
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
登
録
料
は
無
料
で
す
。

◆
産
業
振
興
課
　
3
内
線
５
０
５

こ
の
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方
は

心
身
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
で
す
。

身
体
障
害
の
場
合

お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
お
よ
び
３
級
の
一
部
程

度
の
子
ど
も
が
対
象
で
す
。

知
的
障
害
の
場
合

お
お
む
ね
療
育
手
帳
の

・
Ａ
・

Ｂ
程
度
の
子
ど
も
が
対
象
で
す
。

精
神
障
害
の
場
合

身
体
障
害
や
知
的
障
害
と
同
程
度

A

以
上
の
障
害
の
子
ど
も
が
対
象
で
す
。

※
な
お
、
次
の
場
合
に
は
、
手
当

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
子
ど
も
が
障
害
に
よ
る
公
的
年

金
を
受
け
ら
れ
る
と
き

・
児
童
福
祉
施
設
な
ど(

通
園
施

設
は
除
く)

に
子
ど
も
が
入
所

し
て
い
る
と
き

・
受
給
資
格
者
や
扶
養
義
務
者
の
所

得
が
一
定
の
額
を
超
え
る
と
き

手
当
の
月
額
は
、
障
害
の
程
度

で
異
な
り
、
子
ど
も
一
人
あ
た
り

５
０，
７
５
０
円
ま
た
は
、
３
３，

８
０
０
円
で
す
。

現
在
、
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
必
ず
所
得
状
況
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
の
時
期
は
市

か
ら
通
知
し
ま
す
。

◆
障
害
福
祉
課
　
3
内
線
２
９
１

８
月
25
日(

土)

に
利
根
川
河
川

敷
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
「
第

21
回
め
ぬ
ま
花
火
大
会
」
は
、
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
産
業
課

3
５
８
８-

１
３
２
１

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
休
所
日

は
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
障
害
基

礎
年
金
等
を
受
給
し
て
い
な
い
障

害
の
あ
る
方
に
つ
い
て
、
国
民
年

金
制
度
の
発
展
過
程
に
お
い
て
生

じ
た
特
別
な
事
情
に
か
ん
が
み
、

福
祉
的
措
置
と
し
て
「
特
別
障
害

給
付
金
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
　
平
成
３
年
３
月
以
前
の

国
民
年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ

っ
た
学
生
、
ま
た
は
昭
和
61
年

３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加

入
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者(

厚

生
年
金
、
共
済
年
金
組
合
等
の

加
入
者)

の
配
偶
者
で
あ
っ
て
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が

あ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金

１
、
２
級
相
当
の
障
害
に
該
当

す
る
方
。

支
給
額
　
１
級
相
当
の
方：

月
額

５
万
円
、
２
級
相
当
の
方：

月
額

４
万
円
。
た
だ
し
所
得
に
よ
る
支

給
の
制
限
、
老
齢
年
金
等
を
受
給

さ
れ
て
い
る
場
合
の
支
給
制
限
が

あ
り
ま
す
。

給
付
金
の
支
給
は
、
請
求
の
あ

っ
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
請
求
が
遅
れ
た
場

合
は
、
遡

さ
か
の
ぼっ
て
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
年
金
課
　
3
内
線
２
７
７

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

◆
熊
谷
社
会
保
険
事
務
所

3
５
２
２-

５
２
１
１

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

１
等
　
　
　
２
億
円
×
42
本

前
後
賞
各
　
５，
０
０
０
万
円

２
等
　
　
　
１
億
円
×
84
本

発
売
場
所
　
全
国
の
宝
く
じ
売
場

※
通
信
販
売
で
買
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。

発
売
期
間
　
７
月
19
日(

木)

〜
８

月
７
日(

火)

抽
選
日
　
８
月
16
日(

木)

雑
草
を
刈
払
機
等
で
刈
取
る
際
、

空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
の
ご
み
が
あ
る
と
、
周
辺

へ
飛
び
散
っ
た
り
、
機
械
に
巻
き

つ
い
た
り
し
て
た
い
へ
ん
危
険
で

す
。
無
責
任
な
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
犬
の
ふ
ん
も
飼
い
主
の

皆
さ
ん
は
、
畦あ

ぜ

等
で
も
き
ち
ん
と

始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

3
内
線
４
０
４

1415 市報くまがや　平成19年(2007)７月 市報くまがや　平成19年(2007)７月

●
熊
谷
市
役
所
3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１
　
●
江
南
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
３
６-

１
５
２
１

公
園
はみ

ん
な
の
も
の
で
す

【東コース】月・木曜日　【西コース】火・金曜日
ごみ袋…透明袋・半透明袋(レジ袋も可)
※薄くて破れやすい袋は使用しないでください。

※車両火災を防ぐために
内容物(ガス)が残っているスプレーカン・カートリッジ
ボンベが収集車の中で発火する事故が『不燃ごみの日』
に頻発しています。スプレーカン・カートリッジボン
ベは『ビンの日』に収集しますので、使いきってから
穴をあけ、ビンとは別にして透明袋で出してください。
※有害ごみ(蛍光管、乾電池、カガミ、体温計)は、市役所
(地下入口横)、各行政センター、登録された自治会館や
地区集会所などに設置してある回収箱へ出してください。

市内を５つの区域に分けて、それぞれ決まった曜日(毎
週１回)に収集します。
※お住まいの区域の収集日が何曜日に該当するのかは
「熊谷市くらしのカレンダー」30ページで確認できます
のでご覧ください。

3048－524－7121
30493－39－4802
3048－588－1321
3048－536－1521

◆
◆
◆
◆

環 境 美 化 セ ン タ ー
大里行政センター市民環境課
妻沼行政センター市民環境課
江南行政センター市民環境課

資源物(ビン)
資源物(ペットボトル)
不燃ごみ
資源物(カン)

種　　類 収　集　日
７/４ (水)、８/１(水)
７/11(水)、８/８(水)
７/18(水)、８/15(水)
７/25(水)、８/22(水)

燃えるごみの収集日

燃えないものの収集日

資源物(紙類)と粗大ごみの収集日

決められた日に、８時30分までに出してください。

［アグリパーク］
［物産センター］

7/7(土)・8(日) とうもろこしまつり　　全品５％引き

3567-1212 開設時間　10:00～18:00 ７月４日(水)休館
3588-0090 開設時間 ９:30～18:00 休館なし

と　き 催し・講習会 内　容・費　用

雑貨・衣類等のフリーマーケット

①ハンギング②苔玉づくり
費用：各3,000円(昼食または軽食付)
各先着20人　※要予約

７/８(日)
９：00～17：00
７/21(土)
①10：30～
②14：00～

フリーマーケット

ガーデニング
講習会

こけ

弥藤吾720

７/28(土)
15：00～17：00

と　き 内　　容

昔あそび　ベーゴマ、シャボン玉、スポーツ
吹き矢で遊ぼう

宮本町254(上熊谷駅隣)
3524-1722 水曜日休館

道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま

まちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがや

●公益的市民活動団体●
公益的市民活動団体は、ＮＰＯと呼ばれ、協働

のまちづくりの担い手として期待される、ボラン
ティア団体、ＮＰＯ法人など営利を目的としない
民間組織の総称です。
活動の特性として、自主性、自発性、先駆性、

迅速性、専門性などがあげられます。
自ら、主体的に、地域のニーズや課題を敏感に

とらえて先駆的な取組みを行う団体であり、行政
では制度的に対応が困難な新たな社会的課題に、
専門的な取組みを行うことができます。
●ボランティア団体・ＮＰＯ法人●
ボランティアは、基本的に無報酬の活動です。

ボランティアは、個人の活動であり、ボランティ
ア団体は、この個人の組織としての集合体です。
これに対して、ＮＰＯ法人は、正式には特定非

営利活動法人といい、特定非営利活動促進法(ＮＰ
Ｏ法)によって設立された法人で、組織の維持のた
め収益を上げることが必要であり、スタッフの人
件費を支払うことができます。

◆市民活動推進課　3内線330

協働のまちづくり②
やりがい生きがい助け合い

知っていると安心な防犯対策

性犯罪の被害にあわないために！
性犯罪は、精神的にも大きなダメージを与える極めて悪質

な犯罪です。
女性の皆さん、ほんのちょっとの注意があなたを守ります。
被害に遭わないように防犯対策を行ってください！

家では
・日中も玄関の戸締りをしておく。
・就寝前は、ドアや窓を完全に施錠する。
・見知らぬ人が来たら、不用意にドアを開けずに、ドアチェ
ーンをしたまま対応する。
・心当たりのない宅配便は、どこから送られてきたのか、ド
アを開ける前に確認する。
・玄関に男性の靴を置いたり、ベランダに男性の衣類を干す。
エレベーターでは
・乗る前は周りを見て、男性と２人きりになるのを避ける。
・乗ったら、常にボタンの前に立つ。
道路上では
・歩きながら携帯電話やメールに夢中にならない。
・夜間はなるべく人通りの多い、明るい道を通る。
・深夜の独り歩きは避け、タクシーを利用する。
・防犯ブザーを持ち歩く。

◆安心安全課　3内線339

熊
谷
市
企
業
紹
介
支
援
サ
イ
ト

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス
テ
ー
ジ

く
ま
が
や
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

特
別
児
童
扶
養
手
当

標
語
「
納
め
よ
う
　
あ
な
た
の
税
を
　
社
会
の
為
に
」

眞
下
美
音
さ
ん

「
第
21
回

め
ぬ
ま
花
火
大
会
」

中
止
の
お
知
ら
せ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

７
月
19
日
発
売
開
始

特
別
障
害
給
付
金
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

農
地
に
ご
み
を

ポ
イ
捨
て
し
な
い
で
！



と
き
　
８
月
４
日(

土)

10
時
〜
15
時

※
雨
天
決
行

と
こ
ろ
　
市
水
道
庁
舎(

東
部
浄

水
場
と
併
設
）

内
容
　
・
上
下
水
道
な
ん
で
も
相

談
所
・
水
道
原
水
の
試
飲
コ
ー

ナ
ー
・
東
部
浄
水
場
の
施
設
見

学
・
キ
ッ
ズ
お
楽
し
み
広
場
等

◆
営
業
課
　
3
５
２
０-

４
１
３
２

と
き
　
８
月
10
日(

金)

18
時
〜

と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
会
館

出
演
者
　
林
家
正
蔵

入
場
料
　
１，
５
０
０
円(

熊
谷
市

平
和
基
金
へ
の
寄
附
金
含
む
）

◆
平
和
寄
席
実
行
委
員
会
　

3
５
２
４-

１
０
１
０

と
き
　
８
月
７
日(

火)

〜
９
日(

木)

と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
ホ
ー
ル

内
容
　
戦
争
中
の
写
真
、
衣
服
等

の
展
示
、
ビ
デ
オ
上
映

◆
庶
務
課
　
3
内
線
２
３
４

と
き
　
７
月
28
日(

土)

15
時
〜
20
時

※
雨
天
の
場
合
は
29
日(

日)
と
こ
ろ
　
大
里
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
隣)

内
容
　
テ
ー
マ
「
冷
や
汁
う
ど
ん

で
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
そ
う
！
」

ゲ
ー
ム
、
模
擬
店
、
抽
選
会
等
。

◆
お
お
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

3
０
４
９
３-

３
９-

０
４
８
２

熊
谷
に
住
む
外
国
人
の
方
々

が
、
思
い
思
い
に
お
し
ゃ
べ
り
す

る
場
で
す
。
日
本
人
も
参
加
可
。

と
き
　
７
月
12
日(

木)

、
８
月
９

日(

木)

10
時
〜
14
時

※
昼
食
の
必
要
な
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
　
緑
化
セ
ン
タ
ー
和
室

◆
市
国
際
交
流
協
会(

広
報
広
聴

課
内)

3
内
線
２
２
０

と
き
　
７
月
24
日(

火)

・
26
日

(

木)

、
８
月
21
日(

火)

・
23
日

(

木)

・
28
日(

火)

午
前
の
部
　
10
時
〜

午
後
の
部
　
14
時
〜

内
容
　
土
器
に
触
れ
よ
う(

無

料)

・
ま
が
玉
づ
く
り(

材
料
１

人
２
５
０
円)

定
員
　
各
先
着
15
人
程
度

と
こ
ろ
　
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー

申
込
み
　
当
日
直
接

◆
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー

3
５
３
６-

５
０
６
２

と
き
　
７
月
23
日(

月)

〜
８
月
31

日(

金)
(

土
・
日
曜
日
除
く)

９
時
〜
17
時

と
こ
ろ
　
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー

入
館
料
　
無
料

◆
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー

3
５
３
６-

５
０
６
２

わ
く
わ
く
野
あ
そ
び
隊

「
夕
暮
れ
の
む
し
探
検
」

と
き
　
７
月
15
日(
日)

17
時
〜
19
時(

雨
天
中
止
）

費
用
　
大
人
３
０
０
円

小
学
生
以
下
１
０
０
円

※
保
険
代
な
ど

生
き
物
元
気
隊

「
外
来
生
物
バ
ス
タ
ー
ズ
」

と
き
　
８
月
４
日(

土)

９
時
30
分
〜
12
時(

雨
天
中
止)

費
用
　
大
人
２
０
０
円

小
学
生
以
下
１
０
０
円

※
保
険
代
な
ど

各
イ
ベ
ン
ト
共
通

と
こ
ろ
　
荒
川
大
麻
生
公
園

(

自
由
広
場
駐
車
場
に
集
合)

定
員
　
先
着
30
人

申
込
み
　
開
催
前
日
ま
で
に
電
話

で
左
記
へ
。

◆(

財)

埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会

3
０
４
８-

６
４
５-

０
５
７
０

市
町
村
ご
と
に
設
置
す
る
ブ
ー

ス
で
、
市
町
村
の
特
色
や
職
員
の

募
集
状
況
、
勤
務
状
況
な
ど
に
つ

い
て
、
直
接
人
事
担
当
者
に
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き
　
７
月
24
日(

火)

12
時
〜
16
時

と
こ
ろ
　
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

◆
自
治
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
　
人

材
開
発
部

3
０
４
８-

６
６
４-

６
６
８
１

同
じ
障
害
を
持
つ
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
相
談
援
助
を
行
い
ま
す
。
相

談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

肢
体
不
自
由
・
視
覚
障
害
・
聴

覚
障
害
の
あ
る
方

と
こ
ろ
　
障
害
福
祉
会
館

費
用
　
無
料

申
込
み
　
電
話
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
へ(

要
予
約)

。

◆
熊
谷
市
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

3
５
０
１-

０
４
３
９(

F
A
X
も
同
番
号)

対
象
　
45
歳
以
上
の
方

と
き
　
７
月
13
日(

金)

13
時
30
分
〜
16
時

と
こ
ろ
　
熊
谷
市
男
女
共
同
参
画

推
進
セ
ン
タ
ー(

テ
ィ
ア
ラ
21

４
階)

講
師
　
野
島
正
也
氏(

文
京
大
学
教
授)

定
員
　
先
着
45
人

◆
県
高
齢
期
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

3
０
４
８-

６
４
３-

６
５
４
６

と
き
　
７
月
26
日(

木)

９
時
30
分
〜

と
こ
ろ
　
大
里
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
先
着
25
人

参
加
費
　
３
０
０
円

申
込
期
間
　
７
月
10
日(

火)

〜
17

日(

火)

◆
大
里
保
健
セ
ン
タ
ー

3
０
４
９
３-

３
９-

１
１
１
５

と
き
　
７
月
26
日(

木)

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

と
こ
ろ
　
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

「
ア
グ
リ
メ
イ
ト
」

参
加
費
　
３
０
０
円

講
師
　
奈
良
加
工
研
究
会
コ
ス
モ
ス

定
員
　
20
人(

抽
選)

申
込
み
　
往
復
ハ
ガ
キ(

１
人
１

通)

に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
７

月
19
日(

木)

ま
で
に
左
記
へ
。

◆
農
業
振
興
課
　
3
内
線
４
４
２

申
込
み
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
観
察

学
習
会
と
７
／
29
の
①
・
②
の

希
望
」
ま
た
は
「
研
修
会
」、
住

所
・
氏
名(

参
加
者
全
員)

・
年
齢

(

学
年)

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

締
切
日(

必
着)

ま
で
に
左
記
へ
。

◆
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー

3
５
３
６-

５
０
６
２

〒
３
６
０-

０
１
０
７
千
代
３
２
９

対
象
　
小
学
３
〜
６
年
生

教
科
　
算
数
・
国
語

と
き
　
８
月
20
日(

月)

〜
24
日

(

金)

・
27
日(

月)

・
28
日(

火)

の

７
日
間
　
９
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
ほ
か

費
用
　
２，
７
０
０
円
＋
保
険
料

(

４
２
０
円)

教
材
費(

実
費)

募
集
人
員
　
先
着
30
人
程
度

募
集
期
間
　
７
月
30
日(

月)

〜
８

月
３
日(

金)(

９
時
〜
16
時)

申
込
み
　
本
部
事
務
所
に
あ
る
申
込

用
紙
に
記
入
の
う
え
、
費
用
を
添

え
て
、
左
記
へ
。(

電
話
予
約
も
可)

◆(

社)

熊
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

3
５
２
４-

２
８
１
０

対
象
　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

障
害
の
あ
る
方
で
全
日
程
に
参

加
で
き
る
方

と
き
　
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
第
４
水
曜
日(

全
９
回
）、
15

時
〜
16
時(

第
１
回
目
は
７
月

25
日〈
水
〉)

と
こ
ろ
　
荒
川
公
民
館

内
容
　
音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を

動
か
し
た
り
、
楽
器
を
鳴
ら
し

た
り
、
歌
っ
た
り
し
ま
す
。

費
用
　
無
料

定
員
　
先
着
10
人
程
度

申
込
み
　
７
月
11
日(

水)

ま
で
に

電
話
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
へ
。

◆
熊
谷
市
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

3
５
０
１-

０
４
３
９(

F
A
X
も
同
番
号)

①
地
図
作
品
募
集

対
象
　
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校

生
・
特
別
支
援
学
校

内
容
　
身
近
な
環
境
や
地
域
の
姿

を
観
察
し
て
作
成
し
た
地
図

申
込
み
　
９
月
18
日(

火)

〜
28
日

(

金)(

必
着)

に
郵
送
か
直
接
、
立

正
大
学
地
球
環
境
科
学
部
事
務

室(

3
５
３
９-

１
６
３
０)

へ
。

②
地
図
つ
く
り
教
室

対
象
　
小
学
３
年
生
以
上

と
き
　
７
月
14
日(

土)

９
時
15
分
〜
16
時

と
こ
ろ
　
県
環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー

内
容
　
生
き
物
観
察
と
地
図
つ
く

り
。
作
品
を
①
に
出
品
で
き
ま
す
。

費
用
　
無
料

定
員
　
先
着
20
人

申
込
み
　
県
環
境
科
学
国
際
セ

ン
タ
ー(

3
０
４
８
０-

７
３-

８

３
６
３)

へ
。

①
②
と
も
に
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

http://www.ris.ac.jp/ecom
ap/

◆
環
境
政
策
課
　
3
内
線
４
０
９

対
象
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
と

保
護
者(

子
ど
も
は
中
学
生
ま
で)

と
き
　
８
月
17
日(

金)

〜
18
日

(

土)(

１
泊
２
日)

と
こ
ろ
　
赤
城
山
の
家(

群
馬
県)

内
容
　
大
自
然
の
中
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ

定
員
　
保
護
者
と
子
ど
も
で
先
着

40
人

費
用
　
無
料

申
込
開
始
日
　
７
月
10
日(

火)

申

込
書
は
左
記
に
あ
り
ま
す
。
電

話
申
込
み
も
可
。

◆
こ
ど
も
課
　
3
内
線
２
９
２

と
き
　
８
月
31
日(

金)

〜
９
月
２
日

(

日)

９
時
〜
18
時(

最
終
日
は

17
時
ま
で)

と
こ
ろ
　
市
民
ホ
ー
ル

出
品
資
格
　
一
般
の
部：

熊
谷
市

を
中
心
と
す
る
地
域
の
在
住
・

在
勤
・
在
学
者

学
生
の
部：

熊
谷
市
を
中
心
と

す
る
地
域
の
高
校
生

出
品
規
格
　
①
小
画
仙
半
切
以

内
、
②
額
装
・
軸
装
・
仮
表
装

の
も
の(

仮
巻
き
は
不
可
）、
③

未
発
表
作
品
に
限
る
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催
　
し

催
　
し

催
　
し

催
　
し

催
　
し

講
　
習

講
　
習

講
　
習

講
　
習

講
　
習

く
ま
が
や
平
和
寄
席

よ

せ

冷
や
汁
う
ど
ん
作
り
教
室

テ
ー
マ
展
ー
本
田
・
東
台
遺
跡
ー

「
わ
が
ま
ち
熊
谷
遺
跡
め
ぐ
り
」

「
熟
年
世
代
の

生
き
が
い
プ
ラ
ン
」
セ
ミ
ナ
ー

荒
川
大
麻
生
公
園

自
然
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

市
町
村
職
員
採
用合

同
説
明
会

お
お
さ
と
夏
ま
つ
り

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施

お
し
ゃ
べ
り
ひ
ろ
ば

に
が
う
り
を

利
用
し
た
料
理
講
習
会

夏
休
み
お
さ
ら
い
教
室

障
害
者
の
た
め
の
音
楽
療
法

出
品
点
数
　
制
限
な
し

出
品
料
　
１
点
に
つ
き
、
一
般：

２，

０
０
０
円
、
学
生：

１，
０
０
０
円

搬
入
日
　
８
月
28
日(

火)

13
時
〜

17
時(
出
品
料
・
出
品
票
を
添

え
て
市
民
ホ
ー
ル
へ)

※
開
催
要
項
・
出
品
票
は
、
社
会

教
育
課
・
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

◆
社
会
教
育
課
　
3
内
線
３
８
９

と
き
　
８
月
５
日(

日)

８
時
〜(

小
雨
決
行)

集
合
場
所
　
龍
泉
寺
境
内(

三
ヶ

尻
・
観
音
山)

内
容
　
植
生
豊
か
な
観
音
山
の
自

然
を
守
る
た
め
、
下
草
刈
り
等

の
保
全
作
業
。
カ
マ
等
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
無
料

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
観
察
指
導
員
埼

玉
北
部
埼
玉
観
察
グ
ル
ー
プ(

宮
下)

3
０
９
０-

３
１
４
４-

１
５
９
２

応
募
資
格
　
熊
谷
市
内
に
在
住
ま

た
は
在
勤
の
方

公
募
委
員
の
数
　
１
人

任
期
　
平
成
19
年
８
月
か
ら
２
年
間

応
募
方
法
　
電
話
で
左
記
に
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
　
７
月
25
日(

水)

◆
社
会
教
育
課
市
史
編
さ
ん
室

3
５
６
７-

０
３
５
５

ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ

観
察
学
習
会
・
研
修
会

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

締切

8/9

(木)

10時～15時
ムサシトミヨ保護
センター集合解散

7/29

(日)

8/10

(金)

8/5

(日)

①10時～12時
②13時～15時
ムサシトミヨ保護
センター集合解散
９時～16時
ムサシトミヨ保護
センター集合解散

10時～12時
ムサシトミヨ保護
センター集合解散

種別 とき対象 時　間 ところ

・ムサシトミヨ保護
　センター
・元荒川ムサシトミヨ
　生息地　　　　　　　

・彩湖自然学習
　センター(戸田市)

・ムサシトミヨ保護
　センター
・元荒川ムサシトミヨ
　生息地　　　　　　　

・県環境科学国際
　センター(騎西町)

内　容 定員 参加費

①②

各15人

多数の場合

　　　は抽選　　　

30人

多数の場合

は抽選

2日間で
200円

当日徴収
資料代、傷害
保険料含む

2日間で
一般：400円

学生・高校生：300円
65歳以上：200円
当日徴収

資料代、入館料、
傷害保険料含む

7/24

(火)

7/31

(火)

小・中学
生と保護
者で２日
間参加で
きる方

高校生以
上で２日
間参加で
きる方

ムサシトミヨ、

生息河川水源水、

川、環境などに

ついて学習、観

察、実験、見学

ムサシトミヨを

もっと詳しく知

りたい方の講座

観
察
学
習
会

研
修
会

第
17
回
熊
谷
平
和
展

２
０
０
７

く
ま
が
や
水
道
フ
ェ
ア

よ

い

み

ず

江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
企
画
・
あ
な
た
も
古
代
人

第
34
回
公
募
熊
谷
市
書
道
展

観
音
山
保
全
活
動参

加
者
募
集

彩
の
国
環
境
地
図作

品
の
募
集

赤
城
山
の
家
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か

〜
保
養
招
待
希
望
者
募
集
〜

市
史
編
さ
ん
委
員
会

委
員
の
募
集

ほ
ん
で
ん



加
費
を
添
え
て
左
記
へ
。

◆
市
体
育
協
会(

市
民
体
育
館
内)

3
５
２
５-

６
４
６
３

対
象
　
小
・
中
学
生

申
込
み
　
教
室
会
場
の
ゴ
ル
フ
練
習
場

◆
市
ゴ
ル
フ
連
盟(

奥
富)

3
５
３
２-

２
８
５
２

◆
市
体
育
協
会(

市
民
体
育
館
内)

3
５
２
５-

６
４
６
３

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
小
・
中
学
生(

た
だ
し
、
小
・

中
学
生
は
夜
の
部
の
み)

〜
一
般

男
女

と
き
　
８
月
28
日
〜
10
月
11
日
の

火
・
木
曜
日
全
12
回

【
昼
の
部
】
10
時
〜
12
時

【
夜
の
部
】
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館

定
員
　
先
着
各
60
人

参
加
費
　
小
・
中
学
生
１，
５
０

０
円
一
般
２，
５
０
０
円(

保

険
料
等)

申
込
み
　
７
月
24
日(

火)

か
ら
参

加
費
を
添
え
て
左
記
へ
。

◆
市
体
育
協
会(

市
民
体
育
館
内)

3
５
２
５-

６
４
６
３

出
場
資
格
　
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
勤
労
者
お
よ
び
そ
の
家
族

(

生
徒
・
学
生
は
除
く
）

と
き
　
９
月
２
日(

日)

・
９
日

(

日)

予
備
日
16
日(

日)

と
こ
ろ
　
熊
谷
荒
川
緑
地
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場

チ
ー
ム
数
　
先
着
32
チ
ー
ム(

１

チ
ー
ム
の
編
成
は
20
人
以
内
）

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
４，
０
０
０
円

申
込
期
間
　
７
月
18
日(

水)

〜
25

日(

水)
(

た
だ
し
、
土
・
日
曜

日
を
除
く)

申
込
み
　
申
込
書
に
費
用
を
添
え

て
、
左
記
へ
。

※
事
業
所
チ
ー
ム
は
事
業
主
が
、

事
業
所
以
外
の
チ
ー
ム
は
代
表

者
が
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
商
業
観
光
課
　
3
内
線
４
７
７

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
中
学
生
〜
一
般

と
き
　
９
月
１
日(

土)

〜
11
月
３

日(

土
・
祝)

の
毎
週
土
曜
日(

全

10
回
）
18
時
〜
19
時
30
分

と
こ
ろ
　
熊
谷
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

定
員
　
先
着
60
人

参
加
費
　
中
学
生
４，
０
０
０
円

高
校
生
以
上
５，
０
０
０
円

申
込
受
付

と
き
　
７
月
29
日(

日)

９
時
〜
10
時

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

と
こ
ろ
　
熊
谷
運
動
公
園
施
設
管

理
事
務
所
会
議
室

※
申
込
用
紙
の
配
布
は
、
１
人
３

枚
ま
で
と
し
ま
す
。

◆
市
体
育
協
会(

市
民
体
育
館
内)

3
５
２
５-

６
４
６
３

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。(

た
だ
し
、
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴)

と
き
　
①
７
月
29
日(

日)

②
８
月

19
日(

日)

※
①
②
と
も
に
８
時
30
分
〜
20
時

と
こ
ろ
　
久
下
地
区
新
川
村

内
容
　
荒
川
で
の
川
遊
び
な
ど

参
加
費
　
各
日
、
中
学
生
以
下
５

０
０
円
、
大
人
１，
５
０
０
円

(

保
険
料
、
食
材
費
等)

定
員
　
各
40
人

申
込
み
　
説
明
会
時
に
参
加
費
を

添
え
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

説
明
会
　
※
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

と
き
　
７
月
14
日(

土)

10
時
30
分
〜

と
こ
ろ
　
久
下
公
民
館

◆
「
ピ
ー
ス
ふ
ぁ
い
ぶ
る
ク
ラ
ブ
」(

中
村)

3
５
２
１-

１
３
２
５

小
学
６
年
生
以
下
の
選
手
で
構

成
さ
れ
た
海
外
・
県
外
・
県
内
の

選
抜
チ
ー
ム
が
県
内
各
地
で
熱
戦

を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
す
。

県
北
部
選
抜
・
予
選
リ
ー
グ
日
程

７
月
26
日(

木)

12
時
〜
対
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
戦

15
時
10
分
〜
対
愛
知
県
選
抜
戦

７
月
27
日(

金)

９
時
30
分
〜
対
福
島
県
選
抜
戦

12
時
〜
対
群
馬
県
選
抜
戦

と
こ
ろ
　
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公

園
補
助
陸
上
競
技
場

入
場
料
　
無
料

◆
県
県
民
消
費
生
活
課

3
０
４
８-

８
３
０-

５
８
５
８

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
対
鹿
島

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

と
き
　
８
月
19
日(

日)

18
時
キ
ッ
ク
オ
フ

と
こ
ろ
　
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
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試
　
験

試
　
験

試
　
験

試
　
験

試
　
験

熊
谷
市
職
員
採
用
試
験

平
成
19
年
度
第
２
回

警
察
官
採
用
試
験
案
内

市
職
員
採
用
試
験
を
９
月
16
日

(

日)

に
実
施
し
ま
す
。
受
験
案
内
・

申
込
書
は
７
月
24
日(

火)

か
ら
職

員
課(

市
役
所
３
階)

で
配
布
す
る
予

定
で
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
８
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
職
員
課
　
3
内
線
２
３
６

受
付
期
間
　
８
月
１
日(

水)

〜
22

日(

水)
(

郵
送
の
場
合
は
、
期

間
内
消
印
有
効
）

第
一
次
試
験
日
　
９
月
16
日(

日)

※
受
験
資
格
等
は
左
記
に
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

就
職
説
明
会

と
き
　
７
月
22
日(

日)

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
熊
谷
会
館
　
第
２
・
第

３
会
議
室

◆
熊
谷
警
察
署
警
務
課

3
５
２
６-

０
１
１
０

利
用
期
間
　
７
月
20
日(

金)

〜
９

月
２
日(

日)

利
用
時
間
　
９
時
〜
18
時

利
用
料
金
　
一
般
３
０
０
円
、
高

校
生
２
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円
、
幼
児
は
無
料

※
幼
児
に
は
付
添
い
が
必
要
。
付
添

い
１
人
に
付
き
幼
児
２
人
ま
で
。

ロ
ッ
カ
ー
利
用
料
　
30
円

※
期
間
中
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

に
は
屋
内
プ
ー
ル
も
ご
利
用
で

き
ま
す
が
、
屋
内
プ
ー
ル
で
は
、

次
の
こ
と
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

・
飲
食
、
喫
煙
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
水
泳
帽
子
を
必
ず
着
け
て
く
だ
さ
い
。

・
浮
輪
は
、
１
人
用
の
ド
ー
ナ
ツ

型
の
も
の
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
そ
の
ほ
か
、
係
員
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
熊
谷
運
動
公
園
施
設
管
理
事
務
所

3
５
３
２-

２
４
４
１

◆
熊
谷
運
動
公
園
屋
外
プ
ー
ル
事
務
所

(

期
間
中
の
み)

3
５
３
３-

９
１
０
８

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
小
学
３
年
生
〜
一
般
男
女

と
き
　
９
月
９
日(

日)

８
時
10
分
受
付
開
始

と
こ
ろ
　
熊
谷
運
動
公
園
ア
ク

ア
ピ
ア

種
目
　
自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳

ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ(

各
25
ｍ
・
中

学
生
は
50
ｍ
、
小
学
５
・
６
年

生
は
自
由
形
の
み
50
ｍ
あ
り
）

参
加
費
　
１
種
目
に
つ
き
１
０
０
円

申
込
み
　
７
月
24
日(

火)

〜
８
月

17
日(

金)

に
費
用
を
添
え
て
左

記
ま
た
は
、
保
健
体
育
課
、
教

育
委
員
会
各
事
務
所
へ
。

◆
市
体
育
協
会(

市
民
体
育
館
内)

3
５
２
５-

６
４
６
３

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

一
般
男
女

と
き
　
９
月
５
日
〜
11
月
７
日
の

毎
週
水
曜
日(

全
10
回)

14
時
〜

16
時(

た
だ
し
初
日
と
最
終
日

は
10
時
〜
12
時)

と
こ
ろ
　
カ
ゴ
ハ
ラ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

定
員
　
先
着
30
人

参
加
費
　
１
５，
０
０
０
円(

保
険

料
他)

申
込
み
　
７
月
25
日(

水)

か
ら
参

18市報くまがや　平成19年(2007)７月

●熊谷市役所3048-524-1111 〒360-8601 宮町2丁目47-1

園
陸
上
競
技
場

チ
ケ
ッ
ト
　
７
月
21
日(

土)

か
ら

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
に
て
販
売

(

3
０
５
７
０-

０
２-

９
９
７
７)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
で
は
本

試
合
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

内
容
　
来
場
者
へ
の
配
布
物
・
場

内
案
内
・
ス
タ
ン
ド
清
掃
等

定
員
　
50
人
程
度

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
込
み
・
問

合
せ
は
左
記
へ
。

◆
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
運
営
担
当

3
０
４
８-

６
５
８-

５
５
１
１

対
象
　
中
学
生
以
上
で
県
内
在

住
・
在
勤
の
方

費
用
　
無
料

利
用
時
間
　
13
時
〜
16
時

※
要
登
録
、
申
込
み
は
左
記
へ
。

◆
熊
谷
高
校
3
５
２
１-

０
０
５
０

(

月
〜
金
曜
日
　
９
時
〜
17
時)

夏休み親子下水道教室

夏休み親子

水辺観察会

親子交通安全教室

親子ふれあい

熊谷染教室

夏休み親子

犬の飼い方教室

小学生と
保護者

小学生と
保護者

小学4年
生以上の
子どもと
保護者

小学生と
保護者

小・中学
生と保護
者

県内在住
の小学4
～6年生
と保護者

7月26日(木)
1 1時 4 5分～
1 7時頃　集
合：市役所玄
７月29日(日)
13時～17時
頃　集合：市
役所玄関前
8月９日(木)
8時～17時　
集合：コミュ
ニティひろば

８月７日(火)
10時～13時

８月5日(日)
午前の部10時
3 0分～1 2時
午後の部13時
30分～15時

７月 2 6日
(木)
８月 2 8日

元荒川水循環セ
ンター(桶川市)
※バス利用

市内用水路、荒川
※バス利用
※雨天中止

埼玉県警察本部、埼玉
スタジアム2002(さい
たま市)　※バス利用

熊谷中央公民館
料理教室

埼玉伝統工芸会館
(小川町)

県 動物指導セ
ンター
(坂井123)

保護者と
子どもで
先着35人

保護者と
子どもで
先着20人

保護者と
子どもで
先着40人

先着15組
(30人)

午前・午
後とも先
着10組
(20人)

先着10組

100円
(保険

１人
200円

１人
1,000
円

子ども無料
保護者500円

１組
2,000

無料

施設見学、
水質実験、
映画上映等。

簡単な水質検
査と荒川の生
物 ・ 石 の 調

東京ガス職員が講
師となる料理教室

熊谷染の友
禅 (彩色 )ハ
ンカチづく

犬についての講話、
子犬の食事・シャ
ンプー・しつけ方
体験・寄生虫検査
体験、等

７月18日(水)までに、
電話で下記へ。
◆下水道課　
　3521-0556

７月23日(月)までに、
費用を添えて直接下記
へ。
◆環境政策課
７月26日(木)までに、
費用を添えて直接下記
へ。
◆安心安全課
７月31日(火)までに電
話で下記へ。
◆市民活動推進課3内線286

電話で下記へ。※定員
になり次第締切り
◆埼玉伝統工芸会館
　30493-72-1220

７月26日分は７月19日(木)
まで、８月28日分は８月21
日(火)までに電話で下記へ。
◆県動物指導センター
　3536-2465

教室名 対象 とき ところ・行先 定員 費用 内容等 申込み・問合せ

交通管制センタ
ー通信指令室な
どの見学等。

親子消費者教室
「親子エコ・クッキング」

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

熊
谷
運
動
公
園
屋
外
プ
ー
ル

７
月
20
日(

金)

９
時
オ
ー
プ
ン
！

第
24
回
市
民
水
泳
大
会

夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室

２
０
０
７
テ
レ
ビ
埼
玉
カ
ッ
プ

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会

初
心
者
ゴ
ル
フ
教
室

卓
球
教
室(

後
期
）

ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室(

硬
式
）

第
33
回
熊
谷
市
勤
労
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

(

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部)

Ｊ
１
リ
ー
グ
　
公
式
戦

埼
玉
国
際
ジ
ュ
ニ
ア

サ
ッ
カ
ー
大
会
２
０
０
７

熊
谷
高
校
屋
内
プ
ー
ル
開
放

「
ピ
ー
ス
ふ
ぁ
い
ぶ
る
ク
ラ
ブ
」

ふ
れ
あ
い
ワ
ン
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

７月30日(月)
～８月５日(日)

８月７日(火)
①ジュニアゴルフ大会
②ラウンドレッスン
　スナッグゴルフ大会

市内各ゴルフ
練習場

大麻生
ゴルフ場

各先着
15人

①先着
　80人
②先着
　40人

①3,000円
②2,500円

１回(90分)
500円

とき・内容 ところ 定員 参加費

ゴ
ル
フ
教
室

ゴ
ル
フ
大
会

１(日)・７(土)・８(日)・14(土)・15(日)・

16(月・祝)・21(土)・22(日)・28(土)・29(日)

４(土)・５(日)・11(土)・12(日)・18(土)・

19(日)・25(土)

２(日)・９(日)・22(土)・23(日・祝)・29(土)・

30(日)

６(土)・７(日)・８(月・祝)・14(日)・20(土)・

21(日)・28(日)

７月

８月

９月

10月

と　　　　き

夏休み、親子で参加できる教室・イベント
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